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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年10月6日(2011.10.6)

【公開番号】特開2010-102930(P2010-102930A)
【公開日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2008-273003(P2008-273003)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  41/24     (2006.01)
   Ｈ０２Ｍ   7/48     (2007.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  41/24    　　　Ｋ
   Ｈ０２Ｍ   7/48    　　　Ｍ
   Ｈ０２Ｍ   7/48    　　　Ｅ
   Ｈ０２Ｍ   7/48    　　　Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月18日(2011.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放電灯駆動用電力を生成する電力制御回路と、
　前記電力制御回路が出力する直流電流を所与のタイミングで極性反転することで放電灯
駆動用の交流電流を生成出力する交流変換回路と、
　前記交流変換回路に対して前記放電灯駆動用の交流電流の極性反転タイミングを制御す
る交流変換制御を行う制御手段とを含み、
　前記制御手段は、
　所与の周波数で前記交流変換制御を行う定常駆動処理と、
　前記所与の周波数よりも低い第１の低周波駆動用周波数で、かつ、第１極性から始まり
第１極性で終了する前記交流変換制御を行う第１の低周波駆動処理と、
　前記所与の周波数よりも低い第２の低周波駆動用周波数で、かつ、第２極性から始まり
第２極性で終了する前記交流変換制御を行う第２の低周波駆動処理とを行うことを特徴と
する放電灯点灯装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、第１の低周波挿入期間と第２の低周波挿入期間とを交互に繰り返す前
記交流変換制御を行い、
　前記第１の低周波挿入期間では、前記定常駆動処理を行う期間に前記第１の低周波駆動
処理を行う第１の低周波駆動処理期間を複数回挿入する処理を行い、
　前記第２の低周波挿入期間では、前記定常駆動処理を行う期間に前記第２の低周波駆動
処理を行う第２の低周波駆動処理期間を複数回挿入する処理を行うことを特徴とする放電
灯点灯装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波挿入期間に挿入される前記第１の低周波駆動処理期
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間の挿入間隔及び前記第２の低周波挿入期間に挿入される前記第２の低周波駆動処理期間
の挿入間隔の少なくとも一方を変化させる前記交流変換制御を行うことを特徴とする放電
灯点灯装置。
【請求項４】
　請求項２乃至３のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波駆動処理期間に含まれる周期数及び前記第２の低周
波駆動処理期間に含まれる周期数の少なくとも一方を変化させる前記交流変換制御を行う
ことを特徴とする放電灯点灯装置。
【請求項５】
　請求項２乃至４のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波駆動処理期間及び前記第２の低周波駆動処理期間に
おいて、当該期間内の最初及び最後の少なくとも一方の１／２周期の時間の長さを、当該
期間内の他の１／２周期の時間の長さよりも長くする前記交流変換制御を行うことを特徴
とする放電灯点灯装置。
【請求項６】
　請求項２乃至５のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記電力制御回路に対して前記電力制御回路が出力する直流電流の電
流値を制御する電流制御を行い、
　前記電流制御では、前記第１の低周波駆動処理期間及び前記第２の低周波駆動処理期間
において、当該期間内の最初及び最後の少なくとも一方の１／２周期における最大電流値
を、当該期間内の他の電流値よりも大きくする制御を行うことを特徴とする放電灯点灯装
置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記第１極性時に陽極として動作する第１電極と、前記第２極性時に陽極として動作す
る第２電極とを含み、前記第１電極及び前記第２電極間の放電により発生した光束を反射
して被照明領域に射出する主反射鏡が前記第１電極側に配置され、前記第１電極及び前記
第２電極の電極間空間からの光束を前記電極間空間側に向けて反射する副反射鏡が前記主
反射鏡に対向して前記第２電極側に配置されている放電灯を駆動することを特徴とする放
電灯点灯装置。
【請求項８】
　請求項２乃至７に従属する請求項６に記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波挿入期間に挿入される前記第１の低周波駆動処理期
間の挿入間隔よりも、前記第２の低周波挿入期間に挿入される前記第２の低周波駆動処理
期間の挿入間隔を長くする前記交流変換制御を行うことを特徴とする放電灯点灯装置。
【請求項９】
　請求項７及び８のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波駆動処理期間に含まれる周期数よりも、前記第２の
低周波駆動処理期間に含まれる周期数を多くする前記交流変換制御を行うことを特徴とす
る放電灯点灯装置。
【請求項１０】
　請求項７乃至９のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波駆動用周波数よりも、前記第２の低周波駆動用周波
数を高くする前記交流変換制御を行うことを特徴とする放電灯点灯装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
　前記制御手段は、前記第１の低周波駆動用周波数及び前記第２の低周波駆動用周波数の
少なくとも一方を変化させる前記交流変換制御を行うことを特徴とする放電灯点灯装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれかに記載の放電灯点灯装置において、
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　前記放電灯の電極状態を検出する電極状態検出手段を含み、
　前記制御手段は、前記電極状態に基づいて、前記交流変換制御を行うことを特徴とする
放電灯点灯装置。
【請求項１３】
　放電灯駆動用電力を生成する電力制御回路と、
　前記電力制御回路が出力する直流電流を所与のタイミングで極性反転することで放電灯
駆動用の交流電流を生成出力する交流変換回路とを含む放電灯点灯装置の制御方法であっ
て、
　所与の周波数で前記放電灯駆動用の交流電流を生成出力する手順と、
　前記所与の周波数よりも低い第１の低周波駆動用周波数で、で、かつ、第１極性から始
まり第１極性で終了する前記放電灯駆動用の交流電流を生成出力する手順と、
　前記所与の周波数よりも低い第２の低周波駆動用周波数で、かつ、第２極性から始まり
第２極性で終了する前記放電灯駆動用の交流電流を生成出力する手順とを含むことを特徴
とする放電灯点灯装置の制御方法。
【請求項１４】
　請求項１乃至１２のいずれかに記載の放電灯点灯装置を含むことを特徴とするプロジェ
クター。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明に係る放電灯点灯装置の制御方法は、放電灯駆動用電力を生成する電力制御回路
と、前記電力制御回路が出力する直流電流を所与のタイミングで極性反転することで放電
灯駆動用の交流電流を生成出力する交流変換回路とを含む放電灯点灯装置の制御方法であ
って、所与の周波数で前記放電灯駆動用の交流電流を生成出力する手順と、前記所与の周
波数よりも低い第１の低周波駆動用周波数で、かつ、第１極性から始まり第１極性で終了
する前記放電灯駆動用の交流電流を生成出力する手順と、前記所与の周波数よりも低い第
２の低周波駆動用周波数で、かつ、第２極性から始まり第２極性で終了する前記放電灯駆
動用の交流電流を生成出力する手順とを含むことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　第１電極９２が陽極となっている場合には、第１電極９２の温度が上昇する。また、第
１電極９２が陰極となっている場合には、第１電極９２の温度は下降する。図５（Ａ）に
示す定常駆動処理においては、第１電極９２の温度は、図５（Ｂ）に示すように平均温度
Ｈ０を中心として温度の上昇と下降を繰り返す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図７は、制御手段４０が第１の低周波挿入期間（期間１）と第２の低周波挿入期間（期
間２）とを交互に繰り返す交流変換制御を行った場合の第１電極９２の温度変化を表すグ
ラフである。なお、図７のグラフにおいては、第１電極９２の温度変化の全体像を示すた
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めに、第１の低周波駆動処理又は第２の低周波駆動処理を１回行うごとに第１電極９２の
温度を平均化した平均温度の変化を滑らかな曲線に近似して示している。実際には、第１
の低周波駆動処理期間の前後及び第２の低周波駆動処理期間の前後には、定常駆動処理期
間があるため、Ｈ１からＨ２の大きな温度変化が起きながらＨ１からＨ２の変化幅に比べ
て小さな温度変化も起きている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　図９は、最高平均温度Ｈ２と最低平均温度Ｈ１を変化させた場合の電極平均温度の変化
一例を示すグラフである。横軸は時間、縦軸は第１電極９２の電極平均温度であり、その
変化を実線で示している。また、最高平均温度Ｈ２と最低平均温度Ｈ１の変化を、それぞ
れ破線で示している。なお、図９のグラフにおいては、電極平均温度の変化を滑らかな曲
線に近似して示している。実際には、低周波駆動処理期間の前後には、定常駆動処理期間
があるため、Ｈ１からＨ２の大きな温度変化が起きながらＨ１からＨ２の変化幅に比べて
小さな温度変化も起きている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　〔変形例２〕
　図２を用いて説明した放電灯９０は、第１極性時に陽極として動作する第１電極９２と
、第２極性時に陽極として動作する第２電極９３とを含み、第１電極９２及び第２電極９
３間の放電により発生した光束を反射して被照明領域に射出する主反射鏡１１２が第１電
極９２側に配置され、第１電極９２及び第２電極９３の電極間空間からの光束を電極間空
間側に向けて反射する副反射鏡５０が主反射鏡１１２に対向して第２電極９３側に配置さ
れている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　長期間にわたって電極温度に差が出ると、電極の消耗具合に差が出るなどの不具合が生
じる可能性がある。したがって、このような場合には、第１の低周波挿入期間（期間１）
と第２の低周波挿入期間（期間２）とで非対称に制御することにより、副反射鏡５０に起
因する温度の影響を補償することができる。
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